



























1） 本研究の一部は財団法人住友財団及び財団法人トラスト 60 の助成を受けて行った．ここに謝意を表す．
2） NPO 法人ねおす理事長高木晴光氏へのインタビュー（2007 年 10 月 26 日滋賀大学大津センター）
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存在や資金調達 3），事業のため 4）の 4 つがある．その背後には特定非営利活動法人法の認証法人（以
下「NPO 法人」と表す）の制約が 3 つの視点から指摘でき，NPO 法人の事業化を難しくしている．
それは第 1 に NPO 法人が非分配制約を持っているがゆえに，投資を受け取るができないというも
のである．それは NPO 法人が事業を行う上で直接金融を利用できないというものである．第 2 に
NPO 法人は民主的な意思決定を行う必要があり基本的には総会もしくは理事会等の意思決定が必





















3） NPO 法人北海道グリーンファンド代表杉山さかえ氏へのインタビュー（2004 年 1 月 29 日事務所）




























の普及には 4 つの段階があると述べている．それは第 1 に社会的課題を発見し，それを解決しよう
とする人もしくは組織の有効需要形式の“Pull”，第 2 にそれらのイノベーティブなアイデアを生成・












そのためには以下のような 4 つのポイントで優位である必要があると述べている．第 1 には既存の























































れる」と述べている（Prahalad et al.（2004），邦訳 pp. 28–38）．価値は製品のもつ品質や技術だけ
ではなく，文脈，つまり意味に依存するということである．このような共創を支える要素は対話，
6） この分野で，イノベーションや経営に関係する研究者は全国で 10 人程度である．また，東京で社会的企
業を支援する専門家集団である Social Venture Partners 東京はメンバー 60 人ほどで構成されているが，それ
と類するものを名古屋で立ち上げたいと思う Will Platform の岡田敏克氏にその実現性をうかがったところ，
名古屋ではこのような分野に関心を持つ人々が多くないので無理ではないかと回答があった（2006 年 2 月 4
日：全国コミュニティビジネス大会にてインタビュー）
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・ソーシャル・イノベーションⅠ：グリーン電力料金制度




































　（2）基本的な発想 北海道の風を資源に，未来の環境と地域の経済という 2 つの利益を地
元に還元できる仕組み
9） NPO 法人環境政策エネルギー研究所飯田哲也氏へのインタビュー（2006 年 7 月 13 日事務所）
10） 杉山理事長へのインタビュー（2004 年 1 月 28 日；2005 年 7 月 29 日事務所）
11） NPO 法人環境政策エネルギー研究所飯田哲也氏へのインタビュー（2006 年 7 月 13 日事務所）



























以降爆発的に出資が伸び，最終的に 1 億 4 千万円を集めることがで
きた 17）．











13） 杉山理事長へのインタビュー（2004 年 1 月 29 日；2005 年 7 月 29 日事務所）および NPO 法人環境政策
エネルギー研究所飯田哲也氏へのインタビュー（2006 年 7 月 13 日事務所）
14） 杉山理事長へのインタビュー（2004 年 1 月 29 日；2005 年 7 月 29 日事務所）およびトーメンジャパン元
会長堀俊夫氏へのインタビュー（2008 年 5 月 13 日事務所）
15） 事務局長鈴木氏へインタビュー（2005 年 2 月 17 日・2006 年 7 月 13 日事務所）
16） 出資者二人へのインタビュー（2004 年 7 月 16 日）
17） 鈴木亨氏へインタビュー（2005 年 2 月 17 日・2006 年 7 月 13 日事務所）






























市民風車の事業化に取り組んでいる（2004 年 11 月 6 日「パネルディスカッション「自然エネルギー
を選ぶ暮らし・グリーン電力を使う暮らし」プロフィールより）．
19） （株）自然エネルギー市民ファンド加藤氏へのインタビュー（2006 年 7 月 13 日事務所）
20） 鈴木氏も杉山氏でなかったら，このような動きはできなかったと述べている（2008 年 2 月 24 日事務所）
21） （株）自然エネルギー市民ファンド加藤氏へのインタビュー（2006 年 7 月 13 日事務所）
22） 西城戸他（2008），p. 41 の表 8 を参照
23） 西城戸他（2008），p. 42 の表 9 を参照 .
24） 孤軍奮闘鈴木氏のもとには，商社で風車を建てていた人，メーカーで風車を製造していた人，気象予報士
の資格を持ち風の精査を行う人など，それぞれ異なる専門性を持った人材が集まってきている（http://www.
innovative.jp/interview/2005/0608.php：2008 年 4 月 6 日確認）
25） 出資者の北海道 NPO サポートセンターの K 氏へのインタビューにより作成（2008 年 2 月 24 日事務所）

































27） 鈴木亨氏へのインタビュー（2006 年 7 月 13 日・2008 年 2 月 24 日事務所）
28） 詳しくは大室（2006），pp. 73–80 を参照．
29） （株）兵左衛門浦谷兵剛社長へのインタビューによる（2005 年 5 月 13 日福井県立大学にて）
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The Relations of Organization Portfolio and Social Innovation
Nobuyoshi OHMURO
ABSTRACT
I use the example of the Hokkaido Green Fund by this report and analyze an organization portfolio 
and relations of the social innovation from a viewpoint of sensemaking. The organization portfolio as 
integrated system of heterogeneous stakeholder offers emergence of social innovation by joint 
entrepreneurs and a participation system of heterogeneous stakeholder bringing up ambiguity to 
promote sensemaking. They conclude that relations with stakeholder which is the characteristic of the 
organization portfolio create innovation space and a driving force of the lead user innovation.
